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の
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リ

　

俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
誌
面
の
都
合
に
よ
り
掲
載
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
投
稿
先
】
総
務
課
内
広
報
委
員
会
事
務
局
「
俳
句
・
短
歌
」
係

〒
782

－

８
５
０
１
（
住
所
記
載
不
要
）　

53

・

５
９
５
８

広
報
委
員
会

　令和３年７月７日から８月３１日までの期間

で募集を行いました、令和４年度に新築移転す

る香美市立図書館の愛称が決定しました。県内

外から７５０点（ハガキ４２３点、インターネ

ット３２５点、FAX２点）のご応募をいただき、

選考委員会による審査のうえ、片地小学校６年

生の大坪龍さんの考案した『かみーる』に決定

しました。大坪龍さんには、白川教育長から認

定証と副賞（図書カード３万円分）が贈られま

した。今後もたくさんの方に愛され親しまれる

ような図書館となるよう取り組みを進めて参り

ます。

　１０月１２日、『“雑がみ”リサイクルで生ごみを

減らそう！』をテーマに、高知工科大学生と楠目小学

校4年生がプロモーションビデオ（PV）を共同制作し

ました。

　捨てられた雑がみのリサイクルの過程や、実際に雑

がみをリサイクルできる紙とできない紙の分別につい

て学びました。子ども達が雑がみの分別を行う中で、

「この紙は分別できるの？」といった質問が多くあり、

雑がみのリサイクルへの関心が高まっていました。

　制作された『“雑がみ”リサイクルプロモーション

ビデオ』は香美市のフェイスブックやホームページで

見ることができますので、ぜひご覧ください。
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　１１月３日、第１４回香美市市民賞表彰式

が香美市役所で開催されました。

 同賞は、産業・教育・文化・政治・福祉な

どの分野で活躍、貢献のあった方を表彰する

ものです。

　今年は、２名の方が受賞され、式典では、

法光院市長のあいさつや来賓の依光県議会議

員からのお祝いの言葉の後、表彰状と記念品

が授与されました。受賞されたお二人の、今

後ますますのご活躍をお祈りいたします。

酒巻恭博さん（土佐山田町山田島）７８歳

　酒巻恭博さんは、片地小学校ＰＴＡ会長などを務

められ、少年野球の指導・監督、校門付近の見守り

活動など、地域教育の推進に貢献してこられました。

また、保護司、民生児童委員としても、青少年の健

全育成や更生に貢献されました。

岩河基行さん（土佐山田町百石町）７１歳

　岩河基行さんは、平成４年に岩河整形外科を開

業されてから現在まで、地域住民の健康問題に深

く関わってこられました。また、令和２年６月か

らは香美郡医師会の副会長を務められ、医師会活

動にも大きく貢献されております。

▲岩河基行さん（中央左）、酒巻恭博さん（中央右）

高知工科大学・楠目小学校の高知工科大学・楠目小学校の

“雑がみ”リサイクルPV製作雑がみ”リサイクルPV製作

新図書館愛称決定新図書館愛称決定

『かみーる』『かみーる』 新
米
を
炊
き
て
お
こ
げ
の
塩
む
す
び

　

ふ
っ
く
ら
と
炊
き
上
が
っ
た
新
米
の
風
味
と
旨
さ
、

そ
れ
も
「
お
こ
げ
」
も
混
じ
っ
た
塩
む
す
び
。
お
母

さ
ん
が
心
を
込
め
て
握
っ
て
く
れ
た
「
お
む
す
び
」

な
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
丹
精
込
め
て
育
て
た
、

韮
生
米
で
し
ょ
う
か
。
日
本
に
生
れ
て
良
か
っ
た
と

思
う
、
心
温
ま
る
豊
か
な
一
句
。


